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国際シンポジウムfNGOによるアフリカ開発への

ヴィジョンと提言」に参加して

社団法人アフリカ協会と関西アフリカ協会の共催

による国|祭シンポジウムfNGOによるアフリカ開

発へのヴィジョンと提言」が、昨年の10月16日に

大阪で開催された1)。同月19日から218まで開催

される第2自アフリカ開発会議(TICAD 11)にむ

けて、 NGO問で提言書作製のための意見交換を行

ない、あわせて一般参加者にもアフリカの直面する

問題を伝え、 広く意見を求めようというものであ

る。シンポジウムには日本、 アフリカ、 そしてカナ

ダのNGOから、 あわせて20人のパネリストと、

200人を超える一般参加者が出席した。

京械のビジネスセンターにある高層ピJレ、ツイン

タワーのひとつ、 ナショナルタワー37階に定刻に

少し遅れて到着すると、 すでに会場は満杯だった。

中央の口の字型に並べられたテープjレに着座したパ

ネリストたちを、大勢の一般参加者が取り囲んでい

る。 アフリカ関連のNGOは大半が東京を拠点に活

動しているが、関西にもこのような活動に関心を持

つ人たちが意外に多いことを知った。朝の 10時か

ら夕方の6時過ぎまで1日いっぱい費やしたこのシ

ンポジウムは、 「社会開発一人権と伝統の調和J、

「経済開発一自立の促進を目指した民間セクター開

発」、「紛争解決から開発へ」という、三つのテーマ

別の大きなセクションに分かれていた。

ナナ・ローリングス・ガーナ大統領夫人の基調講

減に続いて、討議が開始される。まず午前中は、「一

般討論」から始まった。いくつかのアフリカ、 日本

のNGOから、 発言が棺次ぐ。民族の多様性や政府

のNGO活動への対応のゆえに、 アフリカでの活動

には多くの降害がともなうが、それを克服していか

に活動を展開しているかなどについて紹介される。

次に「社会開発一人権と伝統の調和jと題されたセ

クション。女性のエンパワーメントの必要性、政府

とNGOの協力の必要性などの他、 日本とアフリカ
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の市民社会の連帯の必要性などが提言される。しか

しアフリカの参加者の中からは、アフリカではそも

そも市民社会が未成熟であり、そのような中で市民

の運動体としてのNGOを運営することの困難さを

指摘する芦もあった。また、 中央政府の官僚組織が

腐敗し選挙制度自体が民主的に機能していない中

で、地方において人々はその地域の首長の政治的力

量に実質的に頼っているという現実を指摘した上

で、欧米型の選挙制度よりも地域ごとの習慣に合っ

た政治制度を模索する必要があると言うサジイク・

アラオGERDDES(アフリカ民主的経済 ・社会開発

の研究調整グループ、 ベニン) 会長の発言は、 地方

におけるNGOの活動を民衆ペースで線づかせてい

く方法を考えるさいに、 非常に示唆に富むもので

あった。

午後は「経済開発一自立の促進を目指した民間セ

クター開発J で始まった。この個別討議では、 アフ

リカ諸国の対外債務問題や、土着の知識を生かした

農業開発の問題などが取り上げら れた。多額の債務

の返済に追われ、教育や保険医療などの分野に手が

回らないアフリカ諮問の現状や、構造調整による労

働条件の悪化などが指摘された上で、援助国側の協

力を含めた債務削減努力や、 援助やそのコンデイ

ショナリティーじたいをNGOが監視する必要性が

確認された。また農業開発については、化学肥料や

ハイプリッド種子を用いた農業開発が生態学的環境

を破壊するだけでなく、多国籍企業による経済的な

搾取をもたらす危険性も指摘された。

最後の個別討論は、「紛争解決から開発へjでは、

予防外交や紛争解決におけるNGOの役割について

討議が行なわれた。アフリカでは政治的な紛争(そ

れもしばしば暴力的な)が人々の日常生活に及ぼし

ている影響は計り知れない。ところが政治的な紛争

との取り組みとそのノウハウの蓄積については、日



本のNGO? (どころか政府も)、 いまだ十分という

にはほど速い状況にある。 この点で、 パス・グンデ

ンACCORD (アフリカの建設的紛争解決のための

センタ一、南アフリカ)代表の報告した、紛争調停

のエキスパートの育成や紛争に関する調査研究を含

んだ独自の地域紛争調停活動の試みは、大変に興味

深いものであった。

さて、まる一日に及ぶ討論の中身は 多岐にわたっ

た。 アフリカおよび日本のさまざまなNGOの活動

やそれにもとづく提言を聞くことができ、きわめて

充実したものだったといえよう。こうした会合を成

功に導いた関係者の並々ならぬ努力のうかがわれる

ものだった。しかしまた一方で、 いくつかの気にな

る点があったことの事実である。=つほど触れてお
』 、
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まず第ーの点は、民族問題の扱いである。確かに

この会合でも、アフリカに頻発している地域紛争に

つ いては触れられていた。しかしそれは、あくまで

アフリカの経済的な発展や外部からの援助の遂行に

対する障害としてあり、そのために解決すべきこと

として触れられたに過ぎない。しかし言うまでもな

く、多くの紛争には民族問題が分かちがたく結びつ

いている。 さらに紛争が表面化していない国々で

も 、マジョリティによるマイノリティの抑圧は日常

的に見られる。紛争はそうした氷山の一角に過ぎな

い。そこでは、土着の知識を利用した開発を行なお

うにも土地そのものが権力者側により収奪されると

いう事態が綴繁に生じており、ジエンダーにより抑

圧されている女性は、民族差別により二重に抑庄さ

れるのである。(たとえばCulturα1 Survivαl 

Quαrterlyの“Uprooted Dispossession泊Africa"

という特集では、アフリカの広範な地域からマイノ

リテイの抑圧の事例が報告されている210アフリカ

での援助活動は決してニュートラルな場で行われる

のではなく、徹底して政治化された場で行われてい

る。しかしながら、現場で活動に携わる日本のNGO

からこうした問題提起がまったくなかったのは、私

にはとても奇妙に感じられた。

さて第二の点は、上記の問題と関わるが、NGO活

動の政治的な位置づけである。 フロアから、 コンゴ

において、NGOの援助が武装勢力の資金源となり、

紛争の長期化を招いたことが指摘され、日本も含ん

だ NGO 活動の責任が問われた。 このことは、 政治

化された状況では、援助活動自体が何らかの政治的

な意味を持つことを示している。そしてこのような

問題 は、必ずしも紛争当事国内だけに限るものでは

ない。 このシンポジウムではNGOと政府側援助の

協力の必要性がしばしば述べられたが、その政治的

な意味を考えるならば、 政府との協力は本来の

NGOのあり方と必ずしも容易に両立するとは言え

ないだろう 。日本政府の援助は「要請主義」であり、

それはしばしば受け手国家制11の権力集団をエンパ

ワーすることになりがちだからだ(そしてTICADIl

も含めて国家間のやり取りには、国家の政治的な思

惑が働いていることは言うまでもない)0 NGOはだ

から、政府援助に対して、常に批判的な視点を持っ

て関わっていく必要があろう。もちろん日本にせよ

アフリカにせよ、国家に抗して活動することは、 大

きな困難が伴う。しかし国家に抗してそこからこぼ

れおちる人々と連帯することこそが、グラスルーツ

の活動であり、「市民社会jを基盤にした非・政府

組織の原点なのではなかろうか。
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